
6つのステップで防災を理解しながら、確かな対策と備えを。
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岡 崎 本 社
東 京 本 社
営業統括本部
豊 橋 工 場

〒444-2137
〒134-0088
〒134-0088
〒441-3103

岡 崎 市 薮 田 1 丁 目 1 番 地 1 2
江戸川区西葛西6丁目27番19号
江戸川区西葛西6丁目27番19号
豊橋市雲谷町字上ノ山214番地

TEL.（0564）27-2800（代）
TEL.（03）5674-9500（代）
TEL.（03）5674-9515（代）
TEL.（0532）41-0211（代）

● 札 幌 支 店
● 仙 台 支 店
　 盛 岡 営 業 所
　 郡 山 営 業 所
● ス ト ア 部
● ロ ジ ン グ 部
● 医 療 ・ 福 祉 部
● 法 人 部
● 東 京 営 業 開 発 1 部
● 東 京 営 業 開 発 2 部
● 東 京 第 1 支 店
● 東 京 第 2 支 店
　 つ く ば 営 業 所
　 宇 都 宮 出 張 所
　 さ い た ま 営 業 所
　 千 葉 営 業 所
● 横 浜 支 店
　 横 浜 医 療 福 祉 営 業 所
　 相 模 原 営 業 所
　 立 川 営 業 所

TEL.（011）866-3770（代）
TEL.（022）374-6961（代）
TEL.（019）632-7100（代）
TEL.（024）932-8805（代）
TEL.（03）5674-9531（代）
TEL.（03）5674-9526（代）
TEL.（03）5674-9508（代）
TEL.（03）5674-9525（代）
TEL.（03）5674-9502（代）
TEL.（03）5674-9502（代）
TEL.（03）5674-9509（代）
TEL.（03）5674-9509（代）
TEL.（029）860-3121（代）
TEL.（028）657-8557（代）
TEL.（048）645-1585（代）
TEL.（043）202-5100（代）
TEL.（045）231-2001（代）
TEL.（045）231-2001（代）
TEL.（045）231-2001（代）
TEL.（042）324-1130（代）

● 北 関 東 支 店
　 新 潟 営 業 所
　 高 崎 営 業 所
　 長 野 営 業 所
● 岡 崎 支 店
　 豊 田 営 業 所
　 豊 橋 出 張 所
● 静 岡 支 店
　 浜 松 出 張 所
　 沼 津 出 張 所
● 名 古 屋 第 1 支 店
　 三 重 営 業 所
　 岐 阜 出 張 所
　 松 本 出 張 所
● 名 古 屋 第 2 支 店
　 名古屋ストアロジング営業所
　 名古屋医療・福祉営業所
● アミューズメント営業部
　 ホームインテリア営業所
● P D 営 業 部

TEL.（025）281-0607（代）
TEL.（025）281-0607（代）
TEL.（027）361-1446（代）
TEL.（026）269-6080（代）
TEL.（0564）27-2823（代）
TEL.（0564）27-2823（代）
TEL.（0532）41-2168（代）
TEL.（054）280-1351（代）
TEL.（053）450-7755（代）
TEL.（055）981-6615（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（0263）26-0381（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（052）209-6880（代）
TEL.（0564）27-2825（代）
TEL.（0564）27-2821（代）
TEL.（0564）27-2826（代）

● 大 阪 第 1 支 店
　 大 阪 医 療 福 祉 営 業 所
● 大 阪 第 2 支 店
　 金 沢 営 業 所
　 京 都 営 業 所
　 神 戸 営 業 所
● 大 阪 第 3 支 店
　 大 阪 ス ト ア 営 業 所
　 大 阪 法 人 営 業 所
● 中 四 国 支 店
　 広 島 営 業 所
　 岡 山 営 業 所
　 高 松 営 業 所
　 松 山 出 張 所
● 福 岡 支 店
　 熊 本 出 張 所
　 鹿 児 島 営 業 所
　 沖 縄 出 張 所

TEL.（06）6228-9230（代）
TEL.（06）6228-9234（代）
TEL.（06）6228-9230（代）
TEL.（076）223-5671（代）
TEL.（075）344-2177（代）
TEL.（078）261-3381（代）
TEL.（06）6228-9230（代）
TEL.（06）6228-9231（代）
TEL.（06）6228-9231（代）
TEL.（082）294-8090（代）
TEL.（082）294-8090（代）
TEL.（086）805-0530（代）
TEL.（087）861-1226（代）
TEL.（089）923-1964（代）
TEL.（092）473-8030（代）
TEL.（096）352-2226（代）
TEL.（099）256-6468（代）
TEL.（098）860-2009（代）

オリバーホームページアドレス　http：//www.oliverinc.co.jp

















　1 本来業務（通常業務）の範囲だが突然に
　　 増える業務（医療機関、介護施設、建設業など）
　2 初動対応業務
　3 復旧対応業務

対応立案STEP  4

検討事項と決定事項

● 救出・救護
● 初期消火
● 点呼

● 二次災害防止
● 本部体制構築

● 安否確認
● 被害状況の把握
● 応急対策
● 復旧計画の立案

● 地域の復旧
● 施設の復旧
● 物流の確保
● 調達の確保

● 被災社員・家族の支援
● 関連会社・仕入先の支援

● 生産の再開（代替を含む）
● 社員・家族の生活再建支援
● 関連会社の生産再開支援
● 仕入先の生産再開支援

被害想定
STEP 1

方針策定
STEP 2

予防立案
STEP 3

対応立案
STEP  4

防災装備
STEP 5

実効性向上
STEP 6

発生～業務再開まで どう行動すれば被害　を減らせるのか？ 早期の業務再開ができるのか？

初動対応 緊急対応 復旧対応 業務再開
地震発生～30分程度 地震発生～3日程度 地震発生～1週間程度 1週間程度～

参考情報 製造業での事例

■ 本来業務と災害対応業務の２つを検討
対応方針に基づき優先すべき本来業務（通常業務）および災害
対応業務の検討を行います。

■ 災害対応と役割分担の決定
時系列での災害対応業務の洗い出し、および本来業務（通常業
務）の再開計画ができたら、下図のように担当部門を決めます。
組織は可能な限り通常の組織体制とします。通常と異なる点は、
本部（役員）をサポートする事務局＝作戦参謀の強化となります。

■ 人の確保と体制の確立
発災から生産復旧（業務再開）までの本部体制は、標準で以下の
ようになります。小さな企業等では一人の役員（経営者）がすべ
てを統括することになりますが、混乱を避けるため、発災後の時
期によって初動と復旧の優先度を認識しておく必要があります。

※初動活動における実施部隊は、拠点や建物単位で、復旧活動は事業部機能単位になると考えられ
ます。危機管理室（事務局＝作戦参謀）は初動では総務部門が、復旧では現業部門が担当するのが
一般的です。

（分析・評価・先読み=参謀）

・初動活動
・復旧活動

経営層

危機管理室

情報収集 実施 後方支援 広報 財務

初動本部、復旧本部の体制

BCP（Business Continuity Plan：事業継続計画）とは、
あらゆるリスクに対して、全ての事業または中核事業を継続
あるいは一旦中断しても早期復旧を図る計画です。

地震防災に関しては、従来の防災対策が耐震補強、救出救
護・初期消火、安否確認など自組織の防災対策と初動対応
計画であったのに対して、BCPはサプライチェーンの復旧や
物流の回復も含めた復旧計画、およびその間の資金計画を
含む計画であり、従来の防災対策の延長上（BCP=事前対
策+初動+復旧+資金計画）にあります。

BCPを持つかどうかは、企業のCSR（Corporate Social 
Responsibility：社会的責任経営）における防災力として
評価される面もあります。

解説

取り組みとしてのＢＣＰ

従来の防災対策

●耐震補強
●救出・救護・
　初期消火
●二次災害防止
●備蓄
●安否確認

復旧計画

●目標復旧時間
●サプライ
　チェーン
●物流の回復
●積極的な
　地域貢献

資金計画

●事前対策資金
●決済・
　復旧資金

BCP
Business Continuity Plan

CSR
Corporate Social Responsibility

災害対応
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◎…主担当部門　○…協力部門　△…情報展開先

救 出 ・ 救 護

初 期 消 火

二 次 災 害 防 止

初 動 体 制

安 否 確 認

業務停止・帰宅指示

施 設 の 点 検

仕入先の被害状況

復 旧 計 画 策 定

施 設 の 復 旧

仕入先・物流復旧

被 災 社 員 支 援

仕 入 先業 務再開

生 産 再 開

物 流 再 開

本来業務の分析においては、特に「経営者視点」での精査が重
要です。普段の事業活動を通じて認識されている重要な業務を
踏まえつつ、以下の観点からの分析を行います。

【本来業務（通常業務）の分析】 

　1 継続しなければならない重要業務は何か？
　2 停止してよい業務は何か？
　　▪優先的に復旧しなければならない業務は
　　▪後回しでよい業務は

この分析では、本来業務（通常業務）以外に災害時に行わなけれ
ばならない業務を把握します。以下の観点から分析を行います。

【災害対応業務の分析】 

製造業の例
対策本部構成の移り変わり

（時間）

生
産
復
旧

（調査・計画）

全社災害対策本部（経営層）

初動・緊急対応 復旧

業務維持本部

（後方支援）
初動本部

復旧本部

自
衛
消
防
隊

発生

時間が経過すればやることも異なる、そのことを計　　画（時間は直下地震の目安）。ポイントはここ
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